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(57)【要約】
　ビデオ及び／又はオーディオ通信システム内のデコー
ダ及び他のコンポーネントによって受信される信号のス
ケーラビリティ層構造に関連するタイムリーな情報を通
信するシステム及び方法を提供する。標準Ｈ．２６４Ｓ
ＶＣ符号化フォーマットを用いる通信システムでは、標
準ＳＳＥＩメッセージを変更又は補足し、スケーラビリ
ティ層構造情報及びその変化をシグナリングする能力を
含ませる。受信機器は、信号スケーラビリティ層情報を
用いて、受信信号を適切に処理又は復号することができ
る。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スケーラブルメディア符号化フォーマットで符号化されたメディアを送信するメディア
サーバと、
　少なくとも１つのレシーバと、
　前記メディアサーバと、前記少なくとも１つのレシーバとをリンクする電子通信ネット
ワークとを備え、
　前記メディアサーバは、前記少なくとも１つのレシーバに、スケーラビリティ初期化情
報及びスケーラビリティ情報の時間的な変化を含む、送信されたメディアに関するスケー
ラビリティ情報を送信し、前記送信されたスケーラビリティ情報の変化は、差分形式で符
号化されるデジタルメディア通信システム。
【請求項２】
　前記スケーラブルメディア符号化フォーマットは、Ｈ．２６４ＳＶＣであり、前記スケ
ーラビリティ初期化情報は、ＳＶＣscalability_infoＳＥＩメッセージであり、前記送信
されるスケーラビリティ情報の変化は、前記レシーバにおいて、累積的に適用される請求
項１記載のデジタルメディア通信システム。
【請求項３】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、少なくとも１つのスケーラビリティ層がビ
ットストリームに加えられることを示すscalability_info_addＳＥＩメッセージを更に含
む請求項２記載のデジタルメディア通信システム。
【請求項４】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、ビットストリーム内に存在する少なくとも
１つの層のスケーラビリティ情報が、scalability_info_replaceＳＥＩメッセージに含ま
れているスケーラビリティ情報に置換されることを示すscalability_info_replaceＳＥＩ
メッセージを更に含み、
　前記scalability_info_replaceＳＥＩメッセージ内に明示的に符号化されていない層の
全てのスケーラビリティ情報は、以前の値を維持するとみなされる請求項２記載のデジタ
ルメディア通信システム。
【請求項５】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、ビットストリームから少なくとも１つの層
が削除されることを示すscalability_info_delＳＥＩメッセージを更に含む請求項２記載
のデジタルメディア通信システム。
【請求項６】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、符号化されたビデオ信号の任意のアクセスユニッ
トに現れる請求項２記載のデジタルメディア通信システム。
【請求項７】
　前記レシーバは、メディアゲートウェイである請求項２記載のデジタルメディア通信シ
ステム。
【請求項８】
　前記スケーラブルメディア符号化フォーマットは、Ｈ．２６４ＳＶＣであり、前記スケ
ーラビリティ初期化情報は、ＳＶＣscalability_infoＳＥＩメッセージであり、前記スケ
ーラビリティ情報の変化は、前記レシーバにおいて、最新のscalability_infoＳＥＩメッ
セージを参照として用いて、個別に適用される請求項１記載のデジタルメディア通信シス
テム。
【請求項９】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、スケーラビリティ初期化情報に示す少なくとも１
つのスケーラビリティ層が、以後、ビットストリームに存在しないことを示すscalabilit
y_info_layers_notpresentＳＥＩメッセージを更に含む請求項８記載のデジタルメディア
通信システム。
【請求項１０】
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　前記スケーラビリティ情報の変化は、最新のスケーラビリティ初期化情報に示される少
なくとも１つの層の層依存情報が、以後、scalability_info_dependency_changeＳＥＩメ
ッセージに含まれている層依存情報に置換されることを示すscalability_info_dependenc
y_changeＳＥＩメッセージを更に含む請求項８記載のデジタルメディア通信システム。
【請求項１１】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、符号化されたビデオ信号の任意のアクセスユニッ
トに現れる請求項８記載のデジタルメディア通信システム。
【請求項１２】
　前記レシーバは、メディアゲートウェイである請求項８記載のデジタルメディア通信シ
ステム。
【請求項１３】
　符号化されたメディアデータを処理するように構成されたデジタルメディアデコーダで
あって、前記符号化されたメディアデータは、
　スケーラブル符号化されたメディアデータと、
　スケーラビリティ初期化情報データと、
　スケーラビリティ初期化情報データの時間的な変化とを含み、
　前記スケーラビリティ初期化情報データは、デジタルメディアデコーダに、符号化され
たメディアデータに含まれている層の存在及び依存構造を知らせ、前記スケーラビリティ
初期化情報データの変化は、差分形式で符号化されるデジタルメディアデコーダ。
【請求項１４】
　前記スケーラブルなメディアデータは、Ｈ．２６４ＳＶＣに基づいて符号化され、前記
スケーラビリティ初期化情報は、ＳＶＣscalability_infoＳＥＩメッセージであり、前記
スケーラビリティ情報の変化は、デコーダにおいて累積的に適用される請求項１３記載の
デジタルメディアデコーダ。
【請求項１５】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、少なくとも１つのスケーラビリティ層がビ
ットストリームに加えられることを示すscalability_info_addＳＥＩメッセージを更に含
む請求項１４記載のデジタルメディアデコーダ。
【請求項１６】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、ビットストリーム内に存在する少なくとも
１つの層のスケーラビリティ情報が、前記scalability_info_replaceＳＥＩメッセージに
含まれているスケーラビリティ情報に置換されることを示すscalability_info_replaceＳ
ＥＩメッセージを更に含み、
　前記scalability_info_replaceＳＥＩメッセージ内に明示的に符号化されていない層の
全てのスケーラビリティ情報は、以前の値を維持するとみなされる請求項１４記載のデジ
タルメディアデコーダ。
【請求項１７】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、ビットストリームから少なくとも１つの層
が削除されることを示すscalability_info_delＳＥＩメッセージを更に含む請求項１４記
載のデジタルメディアデコーダ。
【請求項１８】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、符号化されたビデオ信号の任意のアクセスユニッ
トに現れることができる請求項１４記載のデジタルメディアデコーダ。
【請求項１９】
　前記スケーラブルなメディアデータは、Ｈ．２６４ＳＶＣに基づいて符号化され、前記
スケーラビリティ初期化情報は、ＳＶＣscalability_infoＳＥＩメッセージであり、前記
スケーラビリティ情報の変化は、前記デコーダにおいて、最新のscalability_infoＳＥＩ
メッセージを参照として用いて、個別に適用される請求項１３記載のデジタルメディアデ
コーダ。
【請求項２０】
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　前記スケーラビリティ情報の変化は、スケーラビリティ初期化情報に示す１つ以上のス
ケーラビリティ層が、以後、ビットストリームに存在しないことを示すscalability_info
_layers_notpresentＳＥＩメッセージを更に含む請求項１９記載のデジタルメディアデコ
ーダ。
【請求項２１】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、最新のスケーラビリティ初期化情報に示される少
なくとも１つの層の層依存情報が、以後、scalability_info_dependency_changeＳＥＩメ
ッセージに含まれている層依存情報に置換されることを示すscalability_info_dependenc
y_changeＳＥＩメッセージを更に含む請求項１９記載のデジタルメディアデコーダ。
【請求項２２】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、符号化されたビデオ信号の任意のアクセスユニッ
トに現れることができる請求項１９記載のデジタルメディアデコーダ。
【請求項２３】
　少なくとも１つのレシーバを、スケーラブルメディア符号化フォーマットで符号化され
たメディアを送信する送信メディアサーバにリンクする電子通信ネットワークを介して、
デジタルメディア通信を行う方法であって、
　前記メディアサーバから前記少なくとも１つのレシーバに、スケーラビリティ初期化情
報及びスケーラビリティ情報の時間的な変化を含む、送信されたメディアに関するスケー
ラビリティ情報を送信するステップを有し、
　前記送信されたスケーラビリティ情報の変化は、差分形式で符号化される方法。
【請求項２４】
　前記スケーラブルメディア符号化フォーマットは、Ｈ．２６４ＳＶＣであり、前記スケ
ーラビリティ初期化情報は、ＳＶＣscalability_infoＳＥＩメッセージであり、
　前記レシーバにおいて、前記送信されたスケーラビリティ情報の変化を累積的に適用す
るステップを更に有する請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
　前記スケーラビリティ情報の変化に、以後、少なくとも１つのスケーラビリティ層がビ
ットストリームに加えられることを示すscalability_info_addＳＥＩメッセージを更に含
ませるステップを更に有する請求項２４記載の方法。
【請求項２６】
　前記スケーラビリティ情報の変化に、以後、ビットストリーム内に存在する少なくとも
１つの層のスケーラビリティ情報が、前記scalability_info_replaceＳＥＩメッセージに
含まれているスケーラビリティ情報に置換されることを示すscalability_info_replaceＳ
ＥＩメッセージを含ませるステップを更に有し、
　前記scalability_info_replaceＳＥＩメッセージ内に明示的に符号化されていない層の
全てのスケーラビリティ情報は、以前の値を維持するとみなされる請求項２４記載の方法
。
【請求項２７】
　前記スケーラビリティ情報の変化に、以後、ビットストリームから少なくとも１つの層
が削除されることを示すscalability_info_delＳＥＩメッセージを含ませるステップを更
に有する請求項２４記載の方法。
【請求項２８】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、符号化されたビデオ信号の任意のアクセスユニッ
トに現れる請求項２４記載の方法。
【請求項２９】
　前記レシーバは、メディアゲートウェイである請求項２４記載の方法。
【請求項３０】
　前記スケーラブルメディア符号化フォーマットは、Ｈ．２６４ＳＶＣであり、前記スケ
ーラビリティ初期化情報は、ＳＶＣscalability_infoＳＥＩメッセージであり、前記レシ
ーバにおいて、最新のscalability_infoＳＥＩメッセージを参照として用いて、前記スケ
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ーラビリティ情報の変化を個別に適用するステップを更に有する請求項２３記載の方法。
【請求項３１】
　前記スケーラビリティ情報の変化に、スケーラビリティ初期化情報に示す少なくとも１
つのスケーラビリティ層が、以後、ビットストリームに存在しないことを示すscalabilit
y_info_layers_notpresentＳＥＩメッセージを含ませるステップを更に有する請求項３０
記載の方法。
【請求項３２】
　前記スケーラビリティ情報の変化に、最新のスケーラビリティ初期化情報に示される少
なくとも１つの層の層依存情報が、以後、scalability_info_dependency_changeＳＥＩメ
ッセージに含まれている層依存情報に置換されることを示すscalability_info_dependenc
y_changeＳＥＩメッセージを含ませるステップを更に有する請求項３０記載の方法。
【請求項３３】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、符号化されたビデオ信号の任意のアクセスユニッ
トに現れる請求項３０記載の方法。
【請求項３４】
　前記レシーバは、メディアゲートウェイである請求項３０記載の方法。
【請求項３５】
　デコーダにおいて、スケーラブル符号化されたメディアデータと、スケーラビリティ初
期化情報データと、差分形式で符号化された、スケーラビリティ初期化情報データの時間
的な変化とを含むデジタルメディアを復号する方法であって、
　前記スケーラビリティ初期化情報データを用いて、前記デコーダに、符号化されたメデ
ィアデータに含まれている層の存在及び依存構造を知らせるステップを有する方法。
【請求項３６】
　前記スケーラブルなメディアデータは、Ｈ．２６４ＳＶＣに基づいて符号化され、前記
スケーラビリティ初期化情報は、ＳＶＣscalability_infoＳＥＩメッセージであり、前記
デコーダにおいて、前記スケーラビリティ情報の変化を累積的に適用するステップを更に
有する請求項３５記載の方法。
【請求項３７】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、少なくとも１つのスケーラビリティ層がビ
ットストリームに加えられることを示すscalability_info_addＳＥＩメッセージを更に含
む請求項３６記載の方法。
【請求項３８】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、ビットストリーム内に存在する少なくとも
１つの層のスケーラビリティ情報が、前記scalability_info_replaceＳＥＩメッセージに
含まれているスケーラビリティ情報に置換されることを示すscalability_info_replaceＳ
ＥＩメッセージを更に含み、
　前記scalability_info_replaceＳＥＩメッセージ内に明示的に符号化されていない層の
全てのスケーラビリティ情報は、以前の値を維持するとみなすステップを更に有する請求
項３６記載の方法。
【請求項３９】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、以後、ビットストリームから少なくとも１つの層
が削除されることを示すscalability_info_delＳＥＩメッセージを更に含む請求項３６記
載の方法。
【請求項４０】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、符号化されたビデオ信号の任意のアクセスユニッ
トに現れることができる請求項３６記載の方法。
【請求項４１】
　前記スケーラブルなメディアデータは、Ｈ．２６４ＳＶＣに基づいて符号化され、前記
スケーラビリティ初期化情報は、ＳＶＣscalability_infoＳＥＩメッセージであり、
　前記デコーダにおいて、最新のscalability_infoＳＥＩメッセージを参照として用いて
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、前記スケーラビリティ情報の変化を個別に適用するステップを更に有する請求項３５記
載の方法。
【請求項４２】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、スケーラビリティ初期化情報に示す１つ以上のス
ケーラビリティ層が、以後、ビットストリームに存在しないことを示すscalability_info
_layers_notpresentＳＥＩメッセージを更に含む請求項４１記載の方法。
【請求項４３】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、最新のスケーラビリティ初期化情報に示される少
なくとも１つの層の層依存情報が、以後、scalability_info_dependency_changeＳＥＩメ
ッセージに含まれている層依存情報に置換されることを示すscalability_info_dependenc
y_changeＳＥＩメッセージを更に含む請求項４１記載の方法。
【請求項４４】
　前記スケーラビリティ情報の変化は、符号化されたビデオ信号の任意のアクセスユニッ
トに現れることができる請求項４１記載の方法。
【請求項４５】
　請求項２３乃至４４の少なくとも１つに記載されているステップを実行する一組の命令
を含むコンピュータにより読取可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオ通信システムに関する。詳しくは、本発明は、ビデオ通信システムに
おいて、ビットレート及び演算量の両方を低減するように、スケーラブルビデオ符号化さ
れたビットストリーム及びその変化を通信する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　符号化効率を包括的に改善することを意図して開発された新たなデジタルビデオ及びオ
ーディオ「スケーラブル」符号化技術は、多くの新たな構造的特徴を有する。具体的には
、特に重要な新たな特徴は、スケーラビリティである。スケーラブル符号化では、オリジ
ナルの信号、すなわちソース信号は、２層以上の階層構造を有するビットストリームを用
いて表現される。ここで、階層構造とは、所定のビットストリームの復号が、より下位の
階層のビットストリームの一部又は全部の使用可能性に依存することを含意する。各ビッ
トストリームは、そのビットストリームが依存するビットストリームと共に、特定の時間
分解能、忠実度（例えば、信号対雑音比（ＳＮ比）に関する。）又は空間分解能（ビデオ
の場合）で、オリジナルの信号の表現を提供する。
【０００３】
　なお、「スケーラブル」という用語は、数値的な大きさ又はスケールではなく、包括的
に、分解能又は他の品質の異なる「スケール」で、オリジナルの信号、すなわちソース信
号の効率的表現に対応する異なるビットストリームの組を提供する符号化法の能力を指し
ている。スケーラブルビデオ符号化（Scalable Video Coding：ＳＶＣ）と呼ばれる最新
のＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４付属資料Ｆは、時間、空間及び忠実度の全ての次元において、
ビデオ符号化スケーラビリティを提供するビデオ符号化規格の具体例である。ＳＶＣは、
Ｈ．２６４規格の拡張である（また、アドバンスドビデオ符号化（Advanced Video Codin
g：ＡＶＣ）としても知られている）。また、３つの種類のスケーラビリティの全てを提
供する以前の規格の具体例としては、ＩＳＯ　ＭＰＥＧ－２（また、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２
６２としても公開されている）がある。ＩＴＵ　Ｇ．７２９．１（また、Ｇ．７２９ＥＶ
としても知られている。）は、スケーラブルオーディオ符号化を提供する規格の具体例で
ある。
【０００４】
　スケーラビリティは、ストリーミング及び放送における配信に関する問題の解決策とし
て、及び所定の通信システムが異なるアクセスネットワーク（例えば、異なる帯域幅に接
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続されたクライアント）、異なるネットワーク状態（例えば、帯域幅変動）及び異なるク
ライアント機器（例えば、大きいモニタを使用するパーソナルコンピュータと、画面が小
さい携帯型機器）で動作できるように、ビデオ及びオーディオ符号化に導入された。
【０００５】
　インタラクティブビデオ通信の用途、例えば、テレビ会議のために特別に設計されたス
ケーラブルビデオ符号化法は、本願と同じ譲受人に譲渡されている国際特許出願ＰＣＴ／
ＵＳ０６／０２８３６５号に開示されている。更に、本願と同じ譲受人に譲渡されている
国際特許出願ＰＣＴ／ＵＳ０６／０２８３６５号には、スケーラブルビデオ通信サーバ（
Scalable Video Communication Server：ＳＶＣＳ）と呼ばれる新たなタイプのサーバの
設計が開示されている。ＳＶＣＳは、スケーラブル符号化されたビデオデータを用いて、
高品質、低遅延のビデオ通信を実現でき、スイッチング又はトランスコーディングを行う
既存のマルチポイント制御ユニット（Multipoint Control Unit：ＭＣＵ）に比べて、複
雑性を大幅に低減させている。また、本願と同じ譲受人に譲渡されている国際特許出願Ｐ
ＣＴ／ＵＳ０６／６２５６９号には、ＳＶＣＳと同じ利点を有するが、単一の符号化され
た出力ビットストリームを生成するコンポジットスケーラブルビデオ符号化サーバ（Comp
ositing Scalable Video Coding Server：ＣＳＶＣＳ）が開示されている。スケーラブル
ビデオ符号化設計及びＳＶＣＳ／ＣＳＶＣＳアーキテクチャを用いることの更なる利点に
ついては、例えば、本願と同じ譲受人に譲渡されている国際特許出願ＰＣＴ／ＵＳ０６／
０２８３６７号、ＰＣＴ／ＵＳ０６／０２７３６８号、ＰＣＴ／ＵＳ０６／０６１８１５
号、ＰＣＴ／ＵＳ０７／６２３５７号及びＰＣＴ／ＵＳ０７／６３３３５号に開示されて
いる。これらの国際特許出願には、サーバ間の効果的な中継、ジッタバッファ遅延の短縮
、エラー回復及びランダムアクセス、パケット損失を低減しながら符号化効率を向上させ
るためのスケーラブルビデオビットストリームの「間引き（原文：thinning）」及びレー
ト制御のそれぞれのためのスケーラブル符号化技術及びＳＶＣＳ／ＣＶＣＳアーキテクチ
ャが開示されている。更に、本願と同じ譲受人に譲渡されている米国仮出願第６０／７８
６，９９７号には、スケーラブルビデオ符号化フォーマットと、他のフォーマットとの間
のトランスコードの手法が開示されており、本願と同じ譲受人に譲渡されている米国仮出
願第６０／８８４，１４８号には、スケーラブルビデオ符号化を用いるビデオ通信システ
ムにおけるエラー回復の更なる改良が説明されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　現在、スケーラブルなビデオ又はオーディオ符号化を用いるビデオ及びオーディオ通信
システムの改善が望まれている。特に、このようなシステムを改善するために、ビデオ又
はオーディオビットストリームのソースから、直接、又は１つ以上のサーバを介して受信
機器に通信されるスケーラビリティ情報の管理が注目されている。ソースは、生のビデオ
データを符号化し、通信ネットワークを介して送信する送信エンドポイントであってもよ
く、事前に符号化されたビデオデータを送信するストリーミングサーバであってもよく、
大容量記憶媒体又は他のアクセス機器に保存されたファイルにアクセスするソフトウェア
モジュールであってもよい。一方、受信機器は、通信ネットワークを介して、又は大容量
記憶媒体又は他のアクセス機器から直接、符号化されたビデオ又はオーディオビットスト
リームを受信する受信エンドポイントであってもよい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　スケーラブル符号化を用いるビデオ及びオーディオ通信システムにおいて、スケーラビ
リティ情報の管理を改善するシステム及び方法を提供する。
【０００８】
　このシステム及び方法は、スケーラブル符号化されたビットストリームの構造及び時間
の経過に伴ってシステムコンポーネントに生じた変化に関する情報を通信する。この通信
技術には、関連する情報の差分符号化を用いて、ビットレートオーバヘッドを減少させ、
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演算量を低減させることができるという利点がある。
【０００９】
　標準のＨ．２６４　ＳＶＣ符号化フォーマットを用いるビデオ通信システムの好ましい
実施の形態では、標準のスケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージを変更し、スケーラビリ
ティ情報の変化をシグナリングする機能を追加する。スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセ
ージの拡張セットによって、受信機器（例えば、サーバ、デコーダ／エンドポイント）に
送信された信号のスケーラビリティ層構造及びその変化を知らせることができる。受信機
器は、スケーラビリティ層情報を用いて、受信信号を適切に処理又は復号することができ
る。
【００１０】
　本発明の更なる特徴、性質及び様々な利点は、以下の好ましい実施の形態及び添付の図
面によって、より明瞭になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　添付の図面の全体に亘り、同じ符号及び文字は、特別な記載がない限り、例示する実施
の形態の同様の特徴、要素、コンポーネント及び部分を指示するために使用する。更に、
以下では、例示的な実施の形態に関して、図面を参照して本発明を説明する。
【００１２】
　スケーラブル符号化を用いるビデオ及びオーディオ通信システムにおいて、スケーラビ
リティ情報の管理を改善するシステム及び方法を提供する。
【００１３】
　図１は、スケーラブル符号化を用いる通信システム１００の例示的なアーキテクチャを
示している。通信システム１００は、メディアサーバ又はエンコーダ１１０（例えば、ス
トリーミングサーバ又は送信エンドポイント）を備え、メディアサーバ又はエンコーダ１
１０は、ネットワーク１３０を介して、メディアゲートウェイ１４０を経由して、クライ
アント／レシーバ１２０にビデオ及び／又はオーディオ信号を通信する。
【００１４】
　説明を簡潔にするために、本明細書では、このような通信システムのビデオパートのみ
に限定して説明する。なお、ビデオパートに関して本明細書に開示するシステム及び方法
は、スケーラブルなオーディオパートについても用いることができることは明らかである
が、オーディオ信号には空間的なスケーラビリティの次元はなく、オーディオ信号符号化
においては、マルチチャンネル符号化を追加的に用いることができる。更に、本明細書に
記載するシステム及び方法は、スケーラブルな手法で符号化された他のマルチメディアデ
ータ（例えば、グラフィクスデータ）にも用いることができる。
【００１５】
　通信システム１００の好ましい実施の形態では、ビデオ通信のためにＨ．２６４ＳＶＣ
符号化フォーマット（以下、単に「ＳＶＣ」とも言う。）を用いる（引用によってその全
体が本願に援用される「the SVC JD5 specification, T. Wiegand, G. Sullivan, J. Rei
chel, H. Schwarz, M. Wien, eds., "Joint Draft 5: Scalable Video Coding," Joint V
ideo Team, Doc.JVT-R201, Bangkok, Thailand, January 2005」参照）。ＳＶＣは、Ｈ．
２６４ＡＶＣビデオ符号化規格のスケーラブルビデオ符号化拡張（付属資料Ｆ）である。
【００１６】
　ＳＶＣは、複数の次元（例えば、空間、時間、忠実度又は品質の次元）におけるスケー
ラビリティによって、ビットストリーム構造の生成に著しい柔軟性を提供する。ＳＶＣ符
号化されたビットストリームは、複数のコンポーネント又は階層に構造化できる。ベース
層は、ある基本的な忠実度でソース信号の表現を提供する。更なる層（エンハンスメント
層）は、基本的な忠実度の次元の上位の追加的なスケーラビリティ次元で信号をより高品
質に表現するための情報を提供する。なお、符号化されたビットストリームの階層構造は
、通常、ピラミッド構造に形成され、ある層の復号には、１つ以上の下位の層の存在が必
要とされる場合がある。通常、如何なるエンハンスメント層の復号にも、ベース層が使用
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可能である必要がある。但し、階層構造は、必ずしもピラミッド構造でなくてもよい。例
えば、多重記述符号化又は多重放送を介してスケーラビリティを提供する場合、幾つかの
又は全ての層を独立して復号できる場合もある。本明細書に記載するシステム及び方法は
、これらのスケーラビリティフォーマットの全てに適用可能である。
【００１７】
　スケーラビリティは、異種のネットワーク及び／又はクライアント、時間的に変化する
ネットワーク性能、ベストエフォート型ネットワーク配信等、幾つかのシステムレベルの
問題を解決できる。なお、これらの機能を効果的に活用するためには、ビデオエンコーダ
及びデコーダ以外のシステムコンポーネントも、これらの機能にアクセスできることが必
要条件となる。
【００１８】
　全てのスケーラビリティ機能を実現する本発明のシステム及び方法について、図１を参
照して説明する。まず、システム１００のメディアゲートウェイ１４０の使用は、任意で
ある。本発明のシステム及び方法は、クライアントにメディアサーバを直接接続する場合
と、クライアントが直接又は間接的にアクセスできる大容量記憶媒体又は他のアクセス機
器上のファイルをメディアサーバに置き換える場合（例えば、通信ネットワークを介する
ファイルアクセス）との両方において、同じ又は同様である。
【００１９】
　ここで、メディアサーバ／エンコーダ１１０（例えば、ストリーミングサーバ、エンコ
ーダ又は送信エンドポイントエンコーダ）がメディアゲートウェイ１４０を介して、クラ
イアント／レシーバ１２０にスケーラブルなメディアデータを通信する簡単な動作シナリ
オを説明する。この簡単なシナリオでは、合意に基づく層の組、例えば、ＲＴＰカプセル
化されたＳＶＣ　ＮＡＬユニットをメディアサーバとクライアントとの間で通信するため
の接続を確立する必要がある。更に、供給されるパケット（例えば、ＲＴＰカプセル化さ
れ、送信されたＳＶＣ　ＮＡＬユニット）を動作的に最良に利用する手法について、メデ
ィアゲートウェイ１４０に指示を与える必要がある（又はメディアゲートウェイ１４０自
体が推定する必要がある）。メディアゲートウェイ１４０がＳＶＣＳ／ＣＳＶＣＳアーキ
テクチャを有する場合、この動作的な判定は、どのパケットを除外し、どのパケットを送
るかに関する判定に対応する。更に、適切な復号処理のために、クライアント／レシーバ
１２０にどの層の組が受信されるかを通知する必要があり、又はクライアント／レシーバ
１２０は、どの層の組が受信されるかを推定する能力を有する必要がある。
【００２０】
　これらの機能を実現するために、システム１００は、様々なシステムコンポーネントに
送信されたビットストリームのスケーラビリティ構造を表現し、通信する必要がある。例
示的な具体例として、１５ｆｐｓ及び３０ｆｐｓの２つの時間分解能、及びＱＣＩＦ及び
ＣＩＦの２つの空間分解能を有するビデオ信号について説明する。これは、１５ｆｐｓの
ＱＣＩＦ信号を含む層Ｌ０と、３０ｆｐｓのＱＣＩＦ信号拡張を含む層Ｌ１と、１５ｆｐ
ｓのＣＩＦ信号拡張を含む層Ｓ０と、３０ｆｐｓのＣＩＦ信号拡張を含む層Ｓ１とから構
成される４層のスケーラビリティ構造に対応する。４層のスケーラビリティ構造における
符号化の依存性として、例えば、Ｌ０はベース層であり、Ｌ１はＬ０に依存し、Ｓ０はＬ
０に依存し、Ｓ１はＬ１及びＳ０の両方に依存する。システムコンポーネントがビデオ信
号を適切に処理できるようにするために、システム１００は、システムコンポーネントに
対して、この４層構造を記述しなくてはならない。
【００２１】
　ＳＶＣは、スケーラビリティ情報ＳＥＩ（Scalability Information SEI：ＳＳＥＩ）
メッセージを介してＳＶＣ符号化されたビデオビットストリームのスケーラビリティ構造
を記述するメカニズムを提供する。付加拡張情報（Supplemental Enhancement Informati
on：ＳＥＩ）メッセージは、ＳＶＣビットストリームに含まれているデータ構造であり、
復号処理の動作には必要ではないが、符号化されたビデオ信号に関する補助的情報を提供
する。ＳＶＣ　ＪＤ５仕様書のセクションＦ．１０．１．１に定義されているＳＳＥＩは
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、各層に関する記述的情報（例えば、フレームレート、プロファイル情報）と、重要な項
目として、符号化依存情報、すなわち、所定の層が、適切な復号のために、他のどの層に
依存しているかに関する情報とを含む。各層は、ビットストリームの範囲内で、一意的な
「層ＩＤ」によって特定される。特定の層の符号化依存情報は、直接依存する層の数（nu
m_directly_dependent_layers）及び特定の層の層ＩＤに追加された場合、この特定の層
が復号のために依存する層の層ＩＤを特定する一連の差分値（directly_dependent_layer
_id_delta）を符号化することによって通信される。
【００２２】
　ＳＶＣ　ＪＤ５仕様書のセクションＦ．１０．１．１に定義されているＳＳＥＩは、（
例えば、接続設定の間の）能力ネゴシエーション、（ビデオサーバ又は中間メディアゲー
トウェイによる）ストリーム適応化、（例えば、詳細なビットストリーム解析に基づく推
定がない）複雑性が低い処理を実現するように設計されている。しかしながら、ＳＳＥＩ
　ＪＤ５の設計は、通信システムにおいてＳＳＥＩメッセージ情報を使用する必要がある
点を詳細に検討すると明らかとなる幾つかの制約を有する。
【００２３】
　通信システム（例えば、システム１００）の動作時に、（サーバ／ソース又はメディア
ゲートウェイにおいて、）送信されるストリームの構造を確立又は変更するには、次の通
り幾つかの手法がある。
【００２４】
・能力ネゴシエーションの間の初期的な定義。メディアサーバが一組のスケーラビリティ
層を提供し、クライアントは、直接、又はネゴシエーション処理を介して（例えば、セッ
ション記述プロトコル（Session Description Protocol：ＳＤＰ）を用いて）、これらの
スケーラビリティ層の全て又はサブセットを受け入れる。
【００２５】
・システム条件の変化（例えば、メディアゲートウェイとクライアントとの間でのパケッ
ト損失の増加、又はクライアントにおいて希望される表示解像度の変化）に対応するため
の、メディアサーバ又はメディアゲートウェイによる階層構造の変更。
【００２６】
・エンコーダによる判定に起因する階層構造の変更。このようなエンコーダ判定の実例と
しては、忠実度スケーラビリティを提供するためのメカニズムであるファイングラニュア
リティスケーラビリティ（Fine Granularity Scalability：ＦＧＳ）に関連する実例があ
り、この場合、ＦＧＳ層ビットストリームのフラクションを用いて、品質を低下させた信
号を生成することができる。ＳＶＣ　ＪＤ５におけるＦＧＳの設計の結果として、連続す
るピクチャ間で（又は、実際には、連続するスライス間で）層依存性を変更することがで
きる。具体的には、例えば、所定の層において、ＦＧＳを用いる下位の層を参照として用
いて、予測が実行され、この予測が、その層のフラクションのみに基づいている場合を想
定する。この場合、レート制御のために幾つかの層を完全に排除できるので、同じ層の異
なるピクチャが、異なる下位の層に依存できる。層依存構造を変更しない可能なソリュー
ションとして、空のＮＡＬユニットを用いてもよい。しかしながら、これはＳＶＣ　ＪＤ
５規格では許容されない。このケースは、直前のケースと同様に見えるが、層依存の変化
が生じるタイムスケールが非常に短い（スライス毎）点が異なる。
【００２７】
　能力ネゴシエーションは、通常、ＳＶＣ規格及びスケーラブル符号化の範囲外にある通
信システムの機能である。関連する通信用途の技術領域、例えば、ＩＰ電話技術のために
、能力ネゴシエーションのための大規模な手続きが開発されている。例えば、セッション
開始プロトコル（Session Initiation Protocol：ＳＩＰ）ベースの通信システムは、Ｓ
ＤＰベースのオファー／アンサーモデルを使用する。なお、この能力ネゴシエーションの
機能のみのためにＳＳＥＩを用いることは非効率である。本発明では、ＳＳＥＩは、単に
、エンコーダが何を生成できるかを示すのみではなく、好ましくは、送信されたビットス
トリームに実際に何が含まれているか（又は含まれるか）を示す。これに関して、本発明
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では、ビットストリームの総合的なスケーラビリティ情報構造を定義するようにＳＳＥＩ
を変更し、このスケーラビリティ情報構造は、他の指示がない限り有効であるとみなされ
る。
【００２８】
　階層構造の変更（すなわち、ストリーム適応化）は、通信システムの動作時に、メディ
アサーバ／エンコーダ及び中間のメディアゲートウェイ（このようなメディアゲートウェ
イは、２台以上存在してもよい。）の何れにおいても生じることがある。ストリーム適応
化の具体例として、クライアント／レシーバ１２０が（例えば、ＣＩＦからＱＣＩＦに）
分解能の切換又は変更を決定する場合がある。分解能の切換又は変更は、メディアゲート
ウェイ１４０及び送信メディアサーバ１１０の何れかにおいて、対応するパケットを削除
することによって実行される。分解能の変更のトリガは、周知のシグナリング（図１では
、シグナリングパス１５０として示している。）を用いて行われる。適切な切換動作のた
めに重要な検討事項は、要求された変更が行われたことをクライアント／レシーバ１２０
にシグナリングするタイミングである。このような情報がシグナリングされていない場合
、クライアント／レシーバ１２０は、ある時点では、全体のパケット又はビットのうち、
（ＱＣＩＦ分解能に対応する）サブセットだけを受信する。この場合、クライアント／レ
シーバ１２０は、（要求の結果として）意図的に高分解能パケット又はビットが省略され
ているのか、望ましくないパケット又はビットの欠落が生じているのかを判断できない。
単ループ復号（原文：single-loop decoding）について検討すると、ターゲット層のデー
タがない場合、クライアント／レシーバ１２０において、下位の層のピクチャを表示のた
めに使用できないので、問題が更に深刻になる。
【００２９】
　上述したように、このような切換情報は、周知の手法によって、メディアサーバ又はメ
ディアゲートウェイ１４０から（例えば、シグナリングパス１５０を介して）クライアン
ト／レシーバ１２０にメッセージをシグナリングすることによって提供できる。ここで、
本発明者らは、符号化データと同じ帯域内で階層構造情報を搬送することによって、（例
えば、同期及びエラー条件への応答時間に関して）著しい利益が得られることを見出した
。階層構造情報（及びその変更）は、変更されたＳＳＥＩメッセージと同じ帯域内で搬送
してもよい。
【００３０】
　システム条件の変化のためのストリーム適応化の他の具体例は、ネットワークに起因す
るパケット損失への適応化に関連する。このような場合、メディアゲートウェイは、例え
ば、品質スケーラビリティを機能を用いて、送信されるストリームの帯域幅を変更又は削
減することを決定することができる。ここでも、適切な動作のために、クライアント／レ
シーバ１２０には、受信されるビットストリームの変更について、タイムリーに通知又は
指示を行う必要がある。階層構造の変化に関する情報は、符号化されたデータと同じ帯域
内の変更されたＳＳＥＩメッセージにおいて、タイムリーに搬送できる。
【００３１】
　エンコーダがもたらす階層構造の変化も、ストリーム適応化のケースと同様に処理でき
る。なお、上述したストリーム適応化のケースとは異なり、エンコーダがもたらす階層構
造の変化は、システムパラメータの変化に応じてクライアント又はメディアサーバが開始
するわけではなく、ビデオエンコーダが使用する符号化処理の「アーチファクト」である
。信号適応化のケースと同様に、階層構造の変化に関する情報は、メディアゲートウェイ
とデコーダとの適切な同期のために、符号化されたデータと同じ帯域内の変更されたＳＳ
ＥＩメッセージを介してタイムリーにシグナリングできる。
【００３２】
　上述した状況におけるシステム１００の動作を検討すると、通信セッション間の様々な
時点で、及びスライスレベルと同等のタイムスケール（又は周波数）で、スケーラビリテ
ィ情報メッセージを提供する必要があることがわかる。
【００３３】
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　なお、（例えば、変更されたＳＳＥＩメッセージを介する）スケーラビリティ情報メッ
セージの提供は、メッセージを使用する際のオーバヘッドが非常に小さい場合にのみ実用
的である場合がある。更に、所定のサーバ又はゲートウェイがサポートするクライアント
の数は、通信システムの経済性のために最大にされることも多いので、通信システムにお
けるメッセージの解析及び生成のための演算負荷を最小化することが望ましいのは明らか
である。
【００３４】
　なお、ＳＶＣ　ＪＤ５規格では、瞬時復号リフレッシュ（instantaneous decoding ref
resh：ＩＤＲ）アクセスユニットにおいてのみ、ＳＳＥＩの使用を義務化している（セク
ションＦ．１０．２．１）。ＩＤＲアクセスユニットは、かなりのビットレートオーバヘ
ッドを有するイントラピクチャと同等であり、多くの場合、インタラクティブビデオ通信
システムにおいて、（最初のピクチャの符号化のために）一回だけ使用される。この制約
は、スケーラビリティ情報の変化をシグナリングするために標準のＳＳＥＩが使用できな
い更なる要因となっている。
【００３５】
　ＳＳＥＩの主要な用途の１つは、ＳＶＣストリームの適切な処理のためにサーバ及びメ
ディアゲートウェイを補助することであるため、このようなメッセージの処理の複雑性を
最小化できれば有益である。これは、通常、固定長フィールド及び可能な限り少ないオプ
ションを用いることによって達成される。この簡潔性は、ＳＳＥＩメッセージに関連する
ビットレートオーバヘッドを最小化するための効率的な圧縮の必要性と対立する。ＳＳＥ
Ｉメッセージの伝送の精度が非常に高い場合（上述のように、スライスレベルであること
もある。）、符号化効率は、特に重要である。
【００３６】
　圧縮の観点から、ＳＳＥＩ情報をより効率的に表現するための技術も提案されている（
例えば、引用によってその全体が本願に援用される「I. Amonou, N. Cammas, S. Kervade
c, and S. Pateux, "Improved Signaling of Scalability Information," Joint Video T
eam, Doc.JVT-R068, Nice, Bangkok, January 2006」（以下、文献「Doc.JVT-R068」と呼
ぶ。）参照）。しかしながら、提案されている表現は、演算の複雑性がかなり高い。例え
ば、上述した文献「Doc.JVT-R068」では、多数のスケーラビリティ層を用いた場合、オー
バヘッドを約５０％削減できる表現が提案されている。ここに提案されている表現は、異
なる層の符号化に関する木構造的な手法に基づいており、各ノードレベルは、（空間、時
間、品質の順で）３個のスケーラビリティ次元の１つに対応する。表現ポイントは、木の
葉に対応している。一方、ＳＶＣ　ＪＤ５のシンタクスは、任意の順序で符号化された、
表現ポイントの連続的な解析に基づいている。これは、文献「Doc.JVT-R068」に開示され
ている木構造の葉のみを解析することに等しく、幾つかの情報がある層から次の層に不必
要に複製されるという欠点も指摘されている。木構造ベースの手法では、共通の先祖を有
する葉は、これらの共通の親が表現する情報を複製する必要はない。なお、不必要な複製
は、ＳＳＥＩを生成する際、オプションフラグを適切に用いる代替的な符号化法によって
回避することができる。例えば、ある層から次の層にかけて、temporal_levelのみが変化
する場合、両方の層のフレームサイズが同じであることを直接的に推定することが実用的
であり、したがって、フレームサイズに関する情報は、（例えば、最下位の層において）
一回だけ提供すればよい。
【００３７】
　なお、上述した両方の手法（すなわち、文献「Doc.JVT-R068」の手法及びオプションフ
ラグの符号化の代替的な解釈を伴うＳＶＣ　ＪＤ５シンタクス）において、「演算－圧縮
」のトレードオフは、理想的ではない。これらの手法に対して、本発明では、層を任意に
追加し、置換し、削除できるように、層依存情報の差分符号化に基づく技術を採用する。
本発明の技術は、上述した手法とは異なり、ビットレートオーバヘッドと演算の複雑性と
を同時に最小のレベルにまで低減することができる。
【００３８】
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　必要なＳＳＥＩ情報を伝達するための本発明に基づく技術を明らかにするために、通信
システム内のサーバ、ゲートウェイ又はクライアントにおいて、初期ＳＳＥＩが状態情報
として獲得及び維持される具体例へ適用を説明する。ＳＳＥＩ情報構造が切り捨てられる
層を特定するためには、十分な「差分」情報のみを送信すればよいので、ＳＳＥＩ状態か
ら層又は層のサブセットを除外するために必要なビット数は、非常に小さくすることがで
きる。換言すれば、指示された層及びこの層に依存する全ての層は、その層の特定によっ
て、状態情報から除外できる。同様に、ＳＳＥＩ状態に新たな層又は新たな層の組を追加
するためには、追加される１又は複数の層に関する差分情報を送信すれば十分である。こ
の手法によって、意図的に、１つのＳＳＥＩインスタンスから次のＳＳＥＩインスタンス
への階層構造情報の複製符号化に関連する全てのオーバヘッドをなくすことができる。
【００３９】
　このような差分符号化によるＳＳＥＩ情報の符号化に関連する総ビットレートの低減に
よって、必要なメッセージのために簡単な符号化構造を使用でき、（少なくとも、ビデオ
符号化レベル、すなわちＨ．２６４用語におけるＶＣＬにおいて）メディアアンアウェア
（原文：media unaware）なゲートウェイによるこれらのメッセージの解析を単純化でき
る。なお、この技術は、これらのＳＳＥＩメッセージがどのように伝達されるか、又はよ
り重要な点として、これらのＳＳＥＩメッセージが、高い信頼度で伝達されるか否か及び
どのようにして高い信頼度で伝達されるかに関する何らかの仮定を設ける。同じメッセー
ジが２回以上受信される場合は、単に、状態の一貫性を確実にすれば十分である。
【００４０】
　ＳＳＥＩメッセージには、任意の適切な手法で、層構造情報を追加してもよい。以下で
は、２つの実施の形態（実施の形態Ａ及びＢ）を説明する。実施の形態Ａでは、ＳＳＥＩ
には、１つ以上の層を追加し、置換し、除去する動作に対応する３つの更なるスケーラビ
リティ情報制御ＳＥＩメッセージが追加される。これらの動作は、累積的に適用され、換
言すれば指示された動作の実行時に仮定される入力状態は、実際には、動作の直前の状態
である。変形例（実施の形態Ｂ）では、ＳＳＥＩ情報には、それぞれ、どの層が存在して
いないか、及びどの層が復号依存情報を変更したかを示す２つの更なるスケーラビリティ
情報コントロールＳＥＩメッセージが追加される。実施の形態Ａの累積的な動作に対し、
実施の形態Ｂの動作は、累積的には適用されず、これに代えて、指示された動作を適用す
るための入力状態は、最新のＳＳＥＩメッセージよって確立された状態であるとみなす。
実施の形態Ｂは、ＳＥＩメッセージにデータ欠落が生じる可能性がある環境において好適
である。この場合、初期ＳＳＥＩは、セッション設定の間、信頼できるトランスポートメ
カニズムを用いてレシーバ又はメディアゲートウェイに通信できる。実施の形態Ｂでは、
実施の形態Ａとは異なり、挿入されるスケーラビリティ情報制御メッセージの損失は、レ
シーバ又はメディアゲートウェイの状態情報に影響しない。
【００４１】
　本発明の実施の形態Ａでは、ＳＶＣ　ＪＤ５の付属資料Ｄ（セクションＤ．１）に以下
のような３つの新たなＳＥＩペイロードタイプを導入する。
【００４２】
既存のＳＳＥＩ情報構造に１つ以上の層を追加するscalability_info_add（ペイロードタ
イプ２６）
既存のＳＳＥＩ情報構造の１つ以上の層を置換するscalability_info_replace（ペイロー
ドタイプ２７）
既存のＳＳＥＩ情報構造から１つ以上の層を削除するscalability_info_delete（ペイロ
ードタイプ２８）
　「追加」及び「置換」バージョンのためのシンタクスは、基本的なscalability_info（
ＳＳＥＩ）構造のシンタクスと同じである。ここでは、含まれるデータのセマンティクス
及びＳＳＥＩ状態管理をどのように実行するかのみが変更される（換言すれば、個別のフ
ィールド解釈は変更されていない）。「削除」バージョンのためのシンタクスは、削除す
る層の層ＩＤを特定するだけでよいので、単純にできる。なお、層依存情報の変化を取り
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扱うには、「置換」バージョンが最も有用である。この場合、他の如何なる情報も符号化
する必要がないので、このようなメッセージのサイズは、非常に小さくすることができる
（例えば、層の数に応じて、３０～４０ビット程度）。
【００４３】
　以下では、「ＳＳＥＩ情報」という用語は、特に明示的に指摘する場合を除き、これら
の４つのタイプのスケーラビリティ情報の何れをも指すこととする。
【００４４】
　現在のＳＶＣ　ＪＤ５規格は、ＩＤＲアクセスユニットにおいてのみＳＳＥＩの使用を
義務化しているので（セクションＦ．１０．２．１）、本発明のＳＳＥＩ情報は、あらゆ
るアクセスユニットの最初に送ることが許容される。
【００４５】
　ＳＰＳ（ＳＶＣのシーケンスパラメータセット）パラメータnal_extension_flagが０に
設定されている場合、全ての層のdependency_id値、temporal_level値及びquality_level
値（本明細書では、これらをＤＴＱ値と呼ぶ。）は、ＳＰＳにおいて定義される（セクシ
ョンＦ．７．３．２）。これらの値への所定のＮＡＬユニットの関連付けは、ＮＡＬシン
タクスエレメントextension_flagが０である場合、simple_priority_idを用いて実行され
る。extension_flagが１の場合、simple_priority_idは、現在の規格に基づいて無視され
、ＤＴＱパラメータのＮＡＬヘッダ値が使用される。なお、profile_idcが８３ではない
場合、タイプ２０及びタイプ２１の全てのＮＡＬユニットは、自らのextension_flagを有
する必要がある（セクションＦ．７．４．２）。
【００４６】
　ＳＰＳレベルでnal_extension_flagが０に設定されていると仮定すると、全てのＳＶＣ
　ＮＡＬヘッダは、完全なＤＴＱセットではなく、simple_priority_idのみを採用する。
サーバ又はゲートウェイがＮＡＬストリームを処理するためには、両方のメッセージを解
析する必要がある。ＳＳＥＩは、詳細な階層情報を提供し、ＳＰＳは、特定の層をプライ
オリティＩＤ値にマッピングする。この階層情報は、ＳＰＳに含ませてもよいように見え
るが、実際には、幾つかの理由から、ＳＰＳに含ませていない。ＳＰＳに含まれている他
の情報を検討すると、如何なる情報もトランスポート問題に関連しない。したがって、本
発明では、ＳＰＳの関連部分を省略することができ、これに代えて、この符号化をＳＳＥ
Ｉに移行できる。
【００４７】
　nal_extension_flagの使用は、好ましくは、ストリーム全体に有効であり、換言すれば
拡張ＮＡＬヘッダを有するＮＡＬ及び有さないＮＡＬの共存は、許容するべきではない。
理論上は、このような共存を可能にすることによって、柔軟性が高まるようみ見えるが、
実際には、このような共存は、現実的に明確な利点がなく、サーバ及びゲートウェイの動
作を複雑にするのみである。したがって、本発明では、nal_extension_flagの符号化は、
層単位ではなく、ＳＳＥＩ単位で行う。これは、ＳＰＳ毎に符号化を行うＳＶＣ　ＪＤ５
に適合している。
【００４８】
　ＳＳＥＩレベルで行われるsimple_prority_idの符号化により、ＤＴＱ値の符号化をオ
プションにする必要がなくなり、この結果、ＳＳＥＩの対応するフラグ（decoding_depen
dency_info_present_flag）を省略することができる。
【００４９】
　上述したように、ＳＶＣは、Ｈ．２６４ＡＶＣビデオ符号化規格のスケーラブルビデオ
符号化拡張（付属資料Ｆ）である。ＡＶＣ互換層は、simple_priority_id及びＤＴＱフィ
ールド拡張の何れも含まないＮＡＬユニットヘッダの使用を含意する。ＳＶＣ　ＪＤ５規
格では、これらの値は、０であるとみなされる。一方、本発明では、simple_priority_id
又はＤＴＱフィールド拡張の値は、ＳＳＥＩレベルでシグナリングされる。
【００５０】
　ＳＶＣ　ＪＤ５規格のセクションＦ．７．３．２、シーケンスパラメータセットＳＶＣ
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拡張シンタクスに対する本発明の原理に基づくシンタクス変更例を表１に示す。これらの
変更は、プライオリティＩＤ及びＤＴＱに関連するシンタクス要素の削除を含む。
【表１】

【００５１】
　付属資料Ｄ，Ｄ．１、ＳＥＩペイロードタイプシンタクスに対する本発明の原理に基づ
くシンタクス変更例（追加）を表２に示す。ここでは、追加、置換及び削除の動作に対応
する３つの新たなペイロードタイプ（２６－２８）を追加している。



(16) JP 2009-543386 A 2009.12.3

10

20

30

【表２】

【００５２】
　セクションＦ．１０．１．１、スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージシンタクスに対
する本発明の原理に基づくシンタクス変更例を図３に示す。ここでは、（ＳＰＳから移行
された）nal_unit_extension_flagを導入し、及びavc_compatible_flagを導入している。
更に、非ＡＶＣ層のＤＴＱ符号化は、常に存在し、nal_unit_extension_flagが設定され
ていない場合（すなわち、ＮＡＬユニットが明示的なＤＴＱ情報を搬送していない場合）
、priority_idのＤＴＱへの関連付けが行われる。
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【００５３】
　ＳＳＥＩメッセージシンタクス要素のセマンティクス（ＳＶＣ　ＪＤ５規格のセクショ
ンＦ．１０．２．１、スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージセマンティクス）の解釈に
も対応する変更を行う。具体的には、ＩＤＲアクセスユニットの配置の制約を取り除く。
更に、ＳＳＥＩメッセージが存在している場合、ＳＳＥＩメッセージは、後続する全ての
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ＮＡＬユニットに対して有効となり、現在のストリームに有効な以前の全てのスケーラビ
リティ情報を置換する。メッセージのセマンティクスは、scalability_info、scalabilit
y_info_add、scalability_info_replace又はscalability_info_delのタイプの次のＳＥＩ
メッセージまで有効である。nal_unit_extension_flag[i]のセマンティクスでは、０の値
は、層layer_id[i]のためのsimple_priority_id[i]へのdependency_id[i]、temporal_lev
el[i]及びquality_id[i]のマッピングがこのスケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージに含
まれていることを示す。nal_unit_extension_flagの値１は、simple_priority_id[i]パラ
メータが存在していないことを示す。nal_unit_extension_flagが存在しない場合は、そ
の値が１であるとみなされる。全てのＮＡＬユニットのＮＡＬユニットシンタクス要素ex
tension_flagは、このスケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージに続くnal_unit_typeが２
０及び２１の場合、nal_unit_extension_flagに等しい。profile_idcが８３（ＳＶＣを特
定）ではない場合、現在のシーケンスパラメータセットを参照するnal_unit_typeが２０
及び２１の全てのＮＡＬユニットのシンタクス要素extension_flagは、１になる。更に、
nal_unit_extension_flagの値は、最初にscalability_infoメッセージによって変更され
ない限り、後続する全てのscalability_info_addメッセージ又はscalability_info_repla
ceメッセージにおいて、異なることは許容されない。avc_compatible_flag[i]のセマンテ
ィクスでは、１の値は、層layer_id[i]がＡＶＣ規格に準拠していることを示す。avc_com
patible_flag[i]が０の場合、現在の層は、ＳＶＣ規格に従う。avc_compatible_flag[i]
が１の場合、ＮＡＬユニットヘッダは、拡張ヘッダ情報を搬送しない。avc_compatible_f
lagが１の場合、現在の層ｉのdependency_id[i]、temporal_level[i]及びquality_level[
i]の値は、全て０であるとみなされる。priority_id[i]のセマンティクスでは、（ＳＶＣ
　ＪＤ５規格のセクションＦ．７．４．１で指定されているように）シンタクス要素depe
ndency_id、temporal_level及びquality_levelの推論プロセスで用いられるsimple_prior
ity_id値を指定する。dependency_id[i]、temporal_level[i]及びquality_level_list[i]
が存在しないpriority_id[i]の全ての値については、dependency_id[i]、temporal_level
[i]及びquality_level[i]は、０であるとみなされる。そして、temporal_level[i]、depe
ndency_id[i]及びquality_level[i]は、それぞれ、層識別子がｉのスケーラブル層におけ
るＮＡＬユニットのtemporal_level、dependency_id及びquality_levelに等しい。tempor
al_level[i]、dependency_id[i]及びquality_level[i]が存在しない場合、これらは０で
あるとみなされる。
【００５４】
　新たなＳＥＩ「scalability_info_add」メッセージのシンタクスは、「scalability_in
fo」ＳＥＩメッセージと同じである。セマンティクスに関しては、このＳＥＩメッセージ
は、存在している場合、後続する全てのＮＡＬユニットに有効である。これは、現在有効
なスケーラビリティ情報に幾つかの層を追加する。レシーバが維持するスケーラビリティ
情報内に、このメッセージに記述されている層のlayer_idが既に存在している場合、その
層のための情報の全体が削除され、このメッセージに含まれている情報が適切な箇所で使
用される。スケーラビリティ情報状態は、このメッセージの適用の後、次のscalability_
info、scalability_info_add、scalability_info_replace又はscalability_info_delのタ
イプのメッセージまで有効である。全てのフィールドのセマンティクスは、scalability_
infoと同じである。
【００５５】
　新たなＳＥＩ「scalability_info_replace」メッセージのシンタクスは、「scalabilit
y_info」ＳＥＩメッセージと同じである。セマンティクスに関しては、このＳＥＩメッセ
ージは、存在している場合、後続する全てのＮＡＬユニットに有効である。これは、現在
有効なスケーラビリティ情報におけるlayer_idによって指定される幾つかの層の情報を置
換する。このメッセージに含まれている情報だけが置換され、与えられたメッセージによ
って変更されていない先行する全ての設定は、変更されず、有効である。スケーラビリテ
ィ情報状態は、このメッセージの適用の後、次のscalability_info、scalability_info_a
dd、scalability_info_replace又はscalability_info_delのタイプのメッセージまで有効
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である。全てのフィールドのセマンティクスは、scalability_infoと同じである。
【００５６】
　本発明の原理に基づく新たな「scalability_info_del」ＳＥＩメッセージの例示的なシ
ンタクスを表４に示す。この表に示すように、このメッセージは、ビットストリームから
削除されたと想定される層に関する層ＩＤのリストから構成されている。このＳＥＩメッ
セージは、存在している場合、後続する全てのＮＡＬユニットに有効である。このメッセ
ージは、現在有効なスケーラビリティ情報において、layer_idによって特定される幾つか
の層のための情報を削除する。スケーラビリティ情報状態は、このメッセージの適用の後
、次のscalability_info、scalability_info_add、scalability_info_replace又はscalab
ility_info_delのタイプのメッセージまで有効である。全てのフィールドのセマンティク
スは、scalability_infoの対応するフィールドと同じである。
【表４】

【００５７】
　図２は、実施の形態Ａにおける例示的な状態処理アルゴリズム２００のフローチャート
を示している。レシーバの初期の層構造の状態（State）は、空（empty）である。ステッ
プ２２において、レシーバは、ビットストリームから、又は例えば、シグナリング等の他
の代替となる手段を介して、スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージを得る。得られたsc
alability_infoＳＥＩメッセージは、ＳＳＥＩ初期化メッセージとして機能でき、状態を
初期化する役割を果たす。同様に得られる「add」、「delete」、「replace」scalabilit
y_infoＳＥＩメッセージは、それぞれ、１つ以上の層の現在の状態に情報を追加し、１つ
以上の層の現在の状態から情報を削除し、１つ以上の層の現在の状態の情報を置換する。
なお、これらのメッセージのそれぞれが複数の層に影響を与えてもよい。しかしながら、
図２では、説明を簡潔にするために、単一の層（層（ｉ））への影響を示している。
【００５８】
　ある通信システム又は通信シナリオでは、ＳＳＥＩ情報メッセージは、ビデオデータと
同じ帯域内で通信されず、常にセッション確立の間に通信してもよく、又は他の信頼度が
高い通信手段を介して通信してもよい。ビデオデータは、パケット損失率がゼロではない
チャンネルを介して搬送してもよいが、このような重要な情報は、損失の可能性に晒さな
いことが望ましい。
【００５９】
　このような通信システム又は通信シナリオのために、本発明の変形例である実施の形態
Ｂでは、ＳＤＰネゴシエーションの間に提供され又はＩＤＲアクセスユニット内（例えば
、ファイルフォーマット内）に存在するscalability_infoＳＥＩメッセージによってスケ
ーラビリティ情報を確立することができる。このようなscalability_infoＳＥＩメッセー
ジの情報は、スケーラビリティ情報を確立し、この情報は、シーケンスの最後まで、若し
くは他のscalability_infoＳＥＩメッセージが受信されるまで、又はＳＤＰの場合、再ネ
ゴシエーションされるまで有効である。このような期間、スケーラビリティ情報は、層間
の内部的な依存性を除いて、変更することが許容されない。実施の形態Ｂと実施の形態Ａ
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的に適用され、これは、単一のメッセージの損失によって、状態情報が損なわれることが
あるという短所を有する。代替の実施の形態Ｂでは、状態変化は、常に、最新のscalabil
ity_infoＳＥＩメッセージに関して適用され、損失の影響は引き継がれない。
【００６０】
　実施の形態Ｂでは、「add」ＳＳＥＩメッセージは、使用されず、「delete」ＳＳＥＩ
メッセージは、「layers_notpresent」に改名される。「layers_notpresent」ＳＳＥＩメ
ッセージは、ＳＥＩメッセージが含まれているアクセスユニットから始まるビットストリ
ームに特定の層及び依存する全ての層が存在しないことを示す。どの層が存在していない
かに関する指示は、現在有効なscalability_infoＳＥＩメッセージに関して常に実行され
る。なお、特定の層が削除された後に追加されたことを示すための好適なメカニズムは、
この追加された特定の層を除く、現在、存在しない層の全てを削除する「layers_notpres
ent」メッセージを送信することである。実例として、０、１及び２の番号が付された３
つの層を有するビットストリームがあると仮定する。更に、初期的には、３つの全ての層
を送信した後に、メディアサーバが、層１、層２が存在しないことを示す「layers_notpr
esent」メッセージを送信したと仮定する。この場合、層２だけが存在していないことを
示す「layers_notpresent」メッセージを送信することによって、後に層１を追加するこ
とができる。このメッセージは、事実上、層１が追加されたことを示している。メディア
サーバ（又はメディアゲートウェイ）は、この「layers_notpresent」ＳＥＩメッセージ
を送信した直後から層１の情報の送信を開始することができる。
【００６１】
　実施の形態Ｂでは、第１の実施の形態の「replace」ＳＳＥＩメッセージを「dependenc
y_change」メッセージに変更する。このスケーラビリティ情報依存変化ＳＥＩメッセージ
は、特定のlayer_idの層の依存性が変化したことを示し、新たな層依存情報を提供する。
依存変化ＳＳＥＩメッセージのシンタクスは、スケーラビリティ情報に関連する他の情報
の変更を許容しない。
【００６２】
　ＳＶＣ　ＪＤ５規格のセクションＤ．１のシンタクスを置換する、代替となる新たなＳ
ＥＩペイロードタイプscalability_info_layers_notpresent（ｎｒ．２６）、scalabilit
y_info_dependency_change（ｎｒ．２７）の例示的なシンタクスを表５に示す。実施の形
態Ｂでは、実施の形態Ａとは異なり、スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージは、ＩＤＲ
ピクチャにおいてのみ、存在が許容される。メッセージのセマンティクスは、層依存情報
を例外として、同じタイプの次のＳＥＩメッセージまで有効である。
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【表５】

【００６３】
　特定の層が無効である（ビットストリーム内に存在しない）ことは、scalability_info
_layers_notpresentＳＥＩメッセージによって示すことができる。このメッセージのため
の例示的なシンタクスを表６に示す。
【表６】

【００６４】
　このＳＥＩメッセージは、存在している場合、後続する全てのＮＡＬユニットに有効で
ある。このメッセージは、layer_idによって指定される特定の層がビットストリーム内に
存在しないことを示す。スケーラビリティ情報は、このメッセージの適用の後、次のscal
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ability_info又はscalability_info_layers_notpresentのタイプのメッセージまで有効で
ある。num_layersは、このＳＥＩメッセージの復号の後にビットストリームに存在しない
スケーラブル層又はプレゼンテーションポイントの数を示す。num_layersの値は、０以上
２５５以下の範囲をとる。num_layersの値が０である場合、これは、全ての層が存在して
いることを示す。layer_id[i]は、ビットストリーム内に存在しないと示されたスケーラ
ブル層の識別子を示す。このメッセージは、単に、存在しないと示された層のリストを含
む。
【００６５】
　scalability_info_dependency_changeＳＥＩメッセージのための例示的なシンタクスを
表７に示す。このＳＥＩメッセージは、存在している場合、後続する全てのＮＡＬユニッ
トに有効である。特定の層の層依存情報は、シンタクス要素num_directly_dependent_lay
er、directly_dependent_layer_id_delta_minus1、又はこれに代えて新たなシンタクス要
素layer_dependency_info_src_layer_id_delta_minus1を復号することによって得られる
情報から構成される。この新たな要素によって、システムは、（層ＩＤの差分から１を減
算した値を符号化することによって）現在の層と同じ層依存情報を有する他の層の層ＩＤ
を特定することができる。
【表７】

【００６６】
　scalability_info_dependency_changeＳＥＩメッセージは、layer_idによって特定され
る特定の層の層依存情報が、このメッセージのコンテンツによって指定された通りに変更
されることを示す。スケーラビリティ情報は、このメッセージの適用の後、次のscalabil
ity_info又はscalability_info_dependency_changeのタイプのメッセージまで有効である
。
【００６７】
　num_layers_minus1に１を加えた値は、このＳＥＩメッセージの復号の後に層依存情報
が変化するスケーラブル層又はプレゼンテーションポイントの数を示す。num_layers_min
us1の値は、０以上２５５以下の範囲をとる。
【００６８】
　layer_id[i]は、層依存情報が変化するスケーラブル層の識別子を示す。
【００６９】
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　layer_dependency_info_present_flag[i]の値１は、ＳＥＩメッセージ内のlayer_id[i]
に等しい層識別子を有するスケーラブル層の層依存情報の存在を示す。値０は、層識別子
がｉのスケーラブル層の層依存情報がＳＥＩメッセージに存在せず、layer_dependency_i
nfo_src_layer_id_delta_minus1[i]によって示されている他の層と同じであることを示す
。
【００７０】
　num_directly_dependent_layers[i]は、layer_id[i]に等しい層識別子を有するスケー
ラブル層が直接依存しているスケーラブル層の数を示す。例えば、層Ｍ内に、層Ｑからの
層間予測（inter-layer prediction）を用いる少なくとも１つの符号化されたピクチャが
あれば、層Ｍは、層Ｑに直接依存している。num_directly_dependent_layersの値は、０
以上２５５以下の範囲をとる。
【００７１】
　directly_dependent_layer_id_delta_minus1[i][j]は、layer_id[i]と、layer_idに等
しい層識別子を有するスケーラブル層が直接依存しているｊ番目のスケーラブル層の層識
別子との間の差分を示す。直接依存するスケーラブル層の層識別子は、（layer_id[i]-di
rectly_dependent_layer_id_delta_minus1-1）に等しい。
【００７２】
　layer_dependency_info_src_layer_id_delta_minus1[i]は、layer_id[i]に等しい層識
別子を有する層が、（layer_id[i]-layer_dependency_info_src_layer_id_delta_minus1[
i]-1）に等しい層識別子を有する層と同じ層依存情報を有することを示す。
【００７３】
　図３は、実施の形態Ｂにおける例示的な状態処理アルゴリズム３００のフローチャート
を示している。レシーバの初期の層構造の状態（State）は、空（empty）である。ステッ
プ３３において、レシーバは、ビットストリームから、又は例えば、シグナリング等の他
の代替となる手段を介して、スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージを得る。scalabilit
y_infoＳＥＩメッセージは、ＳＳＥＩ初期化メッセージとして機能でき、状態を初期化す
る役割を果たす。「layers_notpresent」メッセージは、１つ以上の層が存在しないこと
を示し、「dependency_change」メッセージは、１つ以上の層が復号依存情報を変更した
ことを示す。なお、この代替の実施の形態Ｂでは、層は、初期化メッセージ以外によって
は、追加も削除もされない。これにより、初期化メッセージが高い信頼度で受信される限
り、状態の一貫性が確実になる（復号依存に関しては、例外もある）。なお、これらのメ
ッセージのそれぞれが複数の層に影響を与えてもよい。しかしながら、図３では、図２と
同様に、説明を簡潔にするために、単一の層（層（ｉ））への影響を示している。
【００７４】
　本明細書に開示した好ましい実施の形態は、Ｈ．２６４ＳＶＣ規格に準拠するが、本明
細書に開示した技術は、ビデオ、オーディオ又は他の任意のマルチメディアデータの空間
／品質及び時間の複数のレベルを任意に選択できる如何なる符号化構造に直接適用しても
よく、拡張してもよいことは、当業者にとって明らかである。
【００７５】
　以上、好ましいと考えられる本発明の実施の形態を説明したが、本発明の精神から逸脱
することなく、この実施の形態に更なる変更及び修正を加えることができることは当業者
にとって明らかであり、このような変更及び修正は、全て、本発明の真の範囲に含まれる
ものと解釈される。
【００７６】
　更に、本発明のシステム及び方法は、ハードウェア及びソフトウェアの適切な如何なる
組合せを用いて実現してもよい。上述したシステム及び方法を実現し、動作させるソフト
ウェア（すなわち、命令）は、コンピュータにより読取可能な媒体を介して提供でき、こ
のような媒体は、以下に限定されるわけではないが、ファームウェア、メモリ、ストレー
ジ装置、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、集積回路、ＡＳＩＣＳ、オンライ
ンでダウンロード可能なメディア及び他の利用可能なメディアを含むことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の原理に基づくＳＶＣ伝送システムの例示的なアーキテクチャのブロック
図である。
【図２】本発明の原理に基づくスケーラビリティ情報状態管理処理のフローチャートであ
る。
【図３】本発明の原理に基づくスケーラビリティ情報状態管理処理の変形例のフローチャ
ートである。

【図１】 【図２】
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